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東京愛宕ロータリークラブ

会長 尾関勇 ・ 幹事 佐藤秀樹
副会長 石渡美奈 ・ 副会長 片山謙次
副会長 波多野まみ
例会場 東京アメリカンクラブ
例会日 毎週火曜日８：００～

～四つのテスト～
１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

言行はこれに照らしてから行うべし

2014年11月18日（火）

本日のプログラム

＜卓話＞

東京杉並ロータリークラブ2014-15年度 幹事、

公認会計士・税理士、

Ｉ＆Ｒ総合会計事務所代表

寺尾潔様

■2014年11月11日 会長挨拶

会長 尾関勇

本日もたくさんのゲスト・ビジターにお越しいただいて
おりますが、私共の例会は日本語ですので、海外の方へは
近くのメンバーが訳して頂ければと思います。まずは新し
いメンバーが本日入会いたしました。目標まで今期は残り1
人と大変ありがたく、総勢27名となりました。また今月11
月26日、第2回東京愛宕創業支援塾が開催されます。皆さん
第1回で燃焼した雰囲気ですが、力をお貸しください。先日
も新聞でありましたが、日本の若者の起業心は非常に弱く、
関心があるのが58％です。調査した先進国13か国・約1千人
対象の中で最低でした。日本では、起業をするより公務
員・安定した会社で与えられる仕事をやっていこうという
受け身の姿勢が多いということです。この関連で事業をし
ているクラブは少ないので、私達は一回り・二回り若い世
代に対して上手にリードをしていきたいと思っています。
英米では10％台の開業率は、12年度で4.6％、全企業300万
社の中で非常に少なく、新しい産業が生まれないというこ
とだと思います。今の起業からドロップアウトするも良し、
新しい生業を起こす支援をしていければと思います。

＜卓話＞

米山学友（ウズベキスタン）、

一般財団法人日本ウズベキスタン・

シルクロード財団 代表理事

バヒリディノフ・マンスール様
ウズベキスタンを紹介する機会を与えて頂きありが

とうございます。中央アジアで最も人口の多い国ウズ
ベキスタンは、シルクロードの世界遺産で知られてい
ます。非常に紳士的な国ですが、海外からの観光客年
間200万人の中、残念ながら日本からの観光客は非常
に少ないです。また日本人がシルクロードと言うと東
アジアはよく出ますが、ウズベキスタン他中央アジア
とは結びついていません。シルクロードはユネスコに
世界遺産として今年の6月登録されました。日本、特

■鈴木潤子さん 入会式
私は関端さんのご紹介で入会させていただきました。

上智大学の同期で、弁護士では1年後輩です。私の事
務所は弁護士としては何でも広く行う事務所です。同
じ弁護士の関端さん、中井さんとは全く異なる仕事を
しているので、違った貢献が出来るのではと期待して
おります。今後も皆様、よろしくお願い致します。

■スコットランドのRotary Club of Banchory-

Ternanとバナー交換
Rotary Club of Banchory-Ternan 前年度パスト会長

Mr.Reg Wilkinとバナー交換をさせて頂きました。

■11月のお誕生日 中井さん、島津さん、鈴木さん

おめでとうございます。(片山さん、波多野さん欠席)



11月・12月のプログラム

○11/25（火） イニシエーションスピーチ：山田哲也会員（東京愛宕RC副S.A.A）
◆11/26（水）18:30～20:30 第2回東京愛宕創業支援塾＠国際文化会館

○12/2（火） 卓話：山田博様（株式会社森へ代表取締役、『森のリトリートforBusiness』主宰）
●12/9（火）～10（水） 移動例会＠箱根湯本（年次総会・第3回クラブ例会も開催）
※朝7時45分～8時15分、例会場にて メーキャップ対応あり
○12/16（火） 卓話：中村八千代様（マニラのユニカセ（日本の食堂）経営者、ストリートチルドレン出身者を雇
用する社会活動を行う）
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◇ニコニコBOX◆ ￥7,000 累計総額 ￥296,315

・今日は米山について学びましょう。Thanksマンスールさん！（若山）・マンスール様、本日はありがとうご

ざいます。よろしくお願いします。（塩沢）・本日は多くのゲスト・ビジターの方にご来会いただきありがとう
ございます！（尾関）・鈴木さん、入会おめでとうございます。（関端）・タヒチ出張の為メーキャップ宜しくお
願いします。（岩城義親様・東京西RC）

に奈良県とウズベキスタンは密接で、4・5世紀から貿易
を行ってきた学説や証拠があり、奈良大学と橿原研究所
が研究しています。世界遺産は4つあります。「スタン」
のつく国は砂漠のイメージが強いですが、気候は大陸性
気候で朝と夜の温度差は激しいです。元々農耕民族、中
央アジアのドイツ人と例えられ、勤勉・時間にもきっち
りしています。様々な文明が交差する国で、16世紀にイ
スラム学問が繁栄した地域、建築物が残り、木彫りの手
作りの繊細な技術もあります。ラピスラズリもウズベキ
スタンからです。イスラム国家はネガティブなイメージ
が多いですが、実は本当のイスラムは寛容です。天然資
源が豊富、金の発掘でトップ10に入りました。13世紀当
時、金で天井を作る高い技術もありました。イスラム教
は7世紀から、それ以前はゾロアスター教、仏教があり、
南部には仏教遺跡も残る一方、西洋的建築も残ります。
1945年～48年、シベリアから抑留された2万5千人の日

本兵がおり、812人が亡くなられ、ウズベキスタン政府は
彼らの墓地の整備をしました。独立後、日本庭園を造り
ました。抑留された方は、東北出身の方が多く、40年前
から友好関係が深くなっています。
財団の代表理事に任命される前、大使館員の広報文化

担当をしておりました。シルクロードの国と言うことで
ファッションに力を入れ、毎年イベントを主催。2008年
高田賢三氏をウズベキスタンにお連れし、2週間色々回り
ました。賢三さんもウズベキスタンの繊維産業に非常に
影響を受けたと言われました。

◇◆ 出席報告 ◆◇
2014年10月28日 出席状況

・会員数 24名
・出席者 16名
・ビジター 2名
・ゲスト 2名

出席率内訳

当日出席数(16)

修正出席数(2)

欠席数(6)
66.7%

修正出席率

75.0%

≪目標出席率≫
本例会50% 修正100%

8.3%

25%

残念ながらまだウズベキスタン料理のレストランは
日本にありませんが、日本人の口に合うと言われてい
ます。お米や羊、ナン、うどんに近い麺料理もありま
す。中央アジアの女性は、ユニークな顔を持っている
方が多いということで、世界的にモデル等、女性の美
しさをアピールして活躍している女性が非常に多いで
す。
財団では、ウズベキスタン名誉市民であり、シルク

ロードを描く画家の故平山郁夫先生と共に、映画祭や
共同展示会など行いました。昨年は日本の経済産業省
と一緒に、クールジャパン戦略の中イベントを開催も
しています。平和の国なため、文化的イベント・ス
ポーツ大会を行っています。成田から8時間直行便も
水曜・金曜とあり、治安も良く親日国ですので、充実
した旅にぜひいらして下さい。今後はオープンな情報
を広められる施設を作っていきたいと考えており、こ
の卓話で少しでもウズベキスタンを好きになって頂け
たらと思います。


